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〈はしがき〉

関節リウマチ（RA）は難治性の自己免疫性関節炎であり、進行

すると骨軟骨破壊を起こし寝たきりにもなってしまう難病であ

る。関節周囲あるいは全身性の骨粗懸症が生じることも特徴の一

つであり，脊椎の多発性圧迫骨折による日常生活動作の低下，脊

髄圧迫による下肢麻痺は，新たに寝たきりとなる原因になる。今

回RAにおける骨粗霧症について研究したので報告するe
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　関節リウマチ（RA）は難i治性の自己免疫性関節炎であり、進行すると骨軟骨

破壊を起こし関節機能を著しく障害し，寝たきりにもなってしまう難病である。

昨今の人工関節の発展により，関節破壊が進行しても，日常生活動作の改善が

得られ・クオリティ・オブ・ライフが維持できるようになってきた。しかし，

RAでは関節周囲あるいは全身性の骨粗嚢症が生じることも特徴の一つであり，

脊椎の多発性圧迫骨折による日常生活動作の低下，あるいは脊髄圧迫による下

肢麻痺は・新たに寝たきりとなる原因になる。また関節周囲骨折、人工関節後

の早期の緩み・沈み込みなども臨床の場では無視できない合併症である。RAに

おける骨粗髭症の原因としてはRA病態そのもの、関節不動、あるいは治療で

用いられるステロイドや免疫抑制剤などが考えられているが，骨の脆弱性にっ

いては・必ずしも一般的に臨床の場で行われている骨密度測定の値だけでは，

説明が付けにくい。

　そこで，我々はRA患者における脊椎圧迫骨折，大腿骨近位部骨折の特徴を

調査し，第77回日本整形外科学会学術総会，第32回日本股関節学会学術集会

にて発表した。また，論文として，Risk　factors　fbr　vertebral　fracture　in

menopausal　or　postmenopausal　Japanese　women　with　rheumatoid　arthritis：

across・sectional　and　lon、gitudinal　study．　J　Bone　Miner　Metab．24．2006．

118－124に報告した。これにより，RAにおける骨折の特徴がわかり，治療介入

の参考となった。

　また，RAの治療で用いられるステロイドの骨への影響を検討するために，

ラット脛骨骨髄損傷モデルを用いて骨再生過程におけるグルココルチコイドの

影響を分析し，第49回日本リウマチ学会総会，第19回日本整形外科学会基礎

学術総会にて発表し，別冊整形外科に骨髄損傷後骨再生モデルにおけるステロ

イドの影響として報告し，Microscopy　Research　and　Tbchniqueに”High　dose

91ucocorticoid　ha皿pers　bone　fbrmatio皿and　resorption　after　bone　marrow

ablation　in　rat”として投稿し，現在in　pressである。すなわち，ステロイドは

ラット脛骨骨髄損傷モデルの骨再生過程において、骨形成と骨吸収をどちらも

抑制し，骨芽細胞の数を減少させ、破骨細胞の波状縁形成を抑制することで骨

形成、吸収に影響を与えていることが示唆された。臨床的にステロイド使用患

者の骨髄再生について有用な情報となりうると思われた。しかしそのメカニズ

ムについては、さらなる検討を要すると考えている。

　また，傍関節性骨粗懸症が生じるRAでは，骨関節破壊にともない骨欠損が生じ

る例が認められる。その際には人工関節手術等が適応とされ，欠損部には自家移

植骨，他家移植骨，人工骨が併用される。今回，人工骨のひとつである高純度β

一リン酸三カルシウムを骨髄内に移植した際に生じる吸収と骨形成につきラット

大腿骨を用いて検討した。これにより，臨床的に高純度β一リン酸三カルシウム



を骨欠損部に用いる際の有用な情報となった。第78回日本整形外科学会学術総会

で発表し・B・ne　f・rmati・n　and　res・rPti・n・f　highly　purified　B・tricalcium

ph・sphate　in　the　rat　fem・ral・c・ndyle．　Bi・materials．・26．2005．5600－5608およ

びHist・1・9icai　assessme皿t　in　grafts・f　highly　puコ　ified　beta・

tricalciumphosphate（Osferions）in　human　bone　s．　Biomate亘als．27．2006．

1542－1549．に報告した。


